
日本組織培養学会
会員通信

昭和 53年 12月20日発行
第 36号

s 昭和 54・55年度幹事選挙の実施について

発行責任者・合佐藤温重・悔田誠

合合加納永一・合合合丸野内線

合横浜市岡茎織舟町繍浜市大・医学昔日

合合京都市東i.Js:山科倒陵京都薬大

台合合町田市南大谷三愛伽性命研

先団幹事会及び総会の議に基づき，標記のことKついて被選挙人名簿，投原用紙及び返信封

筒を会員通信第 36号に同封するので会員諸氏は投東願います。

(1) 被選挙人名簿〈投県用紙も兼ねる)の東及び西地区より各々 2名を選ぴ，同封の返信用封

筒K入れ，下記宛返送する。

(2) 投県〆切日 昭和 54年 1月31日(消印可)

(3) 宛 先 藤原美定選管委員長宛

〒650 神戸市生田区神r7 - 1 2 

神戸大学・医学部

(幹事選挙管理委員会)

S幹事会及び総会議事録

日本組織培養学会第 46回研究会〈世話人:三宅端氏，昭 53・10・26-27，於三菱

化成生命科学研究所)の際の幹事会(6・25)及び総会(10.26) の臓事録を以下I<Be

す。

議題及び承鰯1項

1. 次期昭和 54・55年度幹事選挙Kついて

現 4幹事(許，三井，常態藤原}の任知機了K伴い，次期幹事の週挙を行う。そのため

K選挙管理委員会(常盤(岡大医)，伴(京大医)，鈴木(金大柴)，藤原(委員長;神戸

大医)を設けることが承認され，被選挙人名簿(40才以下)の作成，投県・関東事務Kあ

たる。投累K必要な書類は会員通信第 36号とともK会員諸氏K発送する。

2. 新入会員の承認

申出のあった 13名(氏名は男IJ項重量照)忙ついて幹事会で審査し，総会で新入会員として

承認された。

3. 1 977年ピプリオグラフィ一発行Kついて

担当幹事(乾幹事)より僚記発行を行うため1<，アブストラクト〆切日を 53， 1 2， 3 1日

とするので会員諸氏は責任をもって発送してほしい旨申出があった。落ちこぼれを防ぐため

幹事も分担探索する。
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時制鈴

4. 会員通信Kついて

本年最後の第 36号を梅田，佐藤，丸野内，加納永ーで 12月中K発行したあと次のよう

に変更することが承留された。すなわち昭和54年度第 37号より mai n s ta t i 0 nを東京

K移し，小山(癌研)，許(癌研)，松村(医科研)，丸野内(三愛生命研)が発行責任者

となり，..会員通信関西委員を現在の加納(京楽大)から伴(京大医)l'C変更する。従って上

記の 4新委員で会員通信を来年度から発行する。梅田委員Kは 1年間移行オーパーラァプの

御面倒をお願いすることになった。

5. 培養学会「培養用語K関するワーキンググループJの委員承認。

前回幹事会・総会で理研ライフサイエンス推進部の動物培養細胞専門部会の活動方針や状

況の報告があった。今回は日本語・英諦の用悟整備等具体的項目について支援依額があり検

討した結末差しあたり次の 4氏を構成委員とすることが承認された。

委員構成;山根 績(委員長)

山田正篤

佐藤二郎

松 村 外 志 張

梅田 誠

許 南泊

なお，用語整備の規制力，関連学会との関係， Approreの仕方，公表形式Kついても話し

合われ，総会で昆虫，融虫類等の委員のことも提議されるなど柔軟対応が希望された。また

ワーキYグ・グループ委員より積極的な活動方針予定が報告された。

6. 第 47回及び第 48回研究会の開催予定と世話人

(1) 第 47回研究会

世話人 藤原美定

神戸大学医学部放射線基礎医学

〒650 神戸市生田区楠町 7-12 

日 時 昭和 54年 5月1日仰・ 2自体}

場 所 兵席県民会館

(2) 第 48回研究会(昭 54年秋)

世話人 石館 基(国立衛試)

日時・場所 未定

1 外国著名研究者招待鵠憤Kついて

会員から要望のあったHowardGreen教侵 (Prof， of Cell Biolog~ MIT )を特

別講演者として招待することが幹事会・総会承認された。

彼は鎮47回研究会〈神戸)で特別鶴演をする予定である。学会として正式招待する場合は

接待者の往復旅貨と会期滞在貨の負担を慣例扱いKすることが，このような高度活動を保つ

-2-



ための方策や資金プールKも積極的配慮をすべきであることが話し合われたことも付記して

おく。

s 第 41回研究会開催について

世話人: 藤原英定 神戸大学医学部・放射観基礎医学教室

〒 650 神戸市生田区楠町 7- 1 2 篭話 078-341-7451，内 337

会期: 昭和 54年 5月 1日仰・ 2自体}

場所 : 兵庫県民会館

一般憤題の他t'C，著名舛国人研究者特別購演とシンポジクムを予定している。

(t) 特別勝演: 有名な HowardOreen教侵(MIT，細胞生物学主任教侵)tcよる講演を予

定し，現在接街中である。

(2) シンポジクム r細胞曲1胸への新しい77・ローチとしての細胞及び遺伝子工学の現状と

展望j

現弘細胞・分子生物学の潮流の中で細胞工学や遺伝子工学の手法と方法輪が着実K日;進

月歩細胞詣Ij御の新しい研究分野の体系をつくり，新しL、成果を生みだしているo 一方表裏一

体の関係で真核細胞染色体や動物ウイルスの ge n e ma p p i n gも急進展している白培養細胞

そのものはこのシンポジウムは未だ時期向早の感なき Kしもあらずである地元やがて数年も

すればという予想もはずれていないであろう。細胞制御への新しい77.ローテとしての細胞

及び遺伝子工学の方法と研究展開，その現状とライフサイエンス忙おける展望Kついて話題

提供をいただき，討輪し，理解を探めると共tc，その限界(? )や科学的倫理(規制問題)

をもお互K考える機会が培養学会であってもよいと思ったのである。遺伝子・染色体・細胞

νベルでの発現機構とその制御Kついてのこのようなシンポジウムの企画をいろんな人と話・

し合いながら考えている段階て・す。 皆さんからのアイデア，演者，新しい萌芽的研究につ

いての御意見やお知らせを願って います。(藤原美定)

s 用語ワーキンググループの発足と活動の現況

1 0月 26日の総会で本学会用語ワーキンググループが発足し，山根縦会員を委員長として組

織培養用語の整備Kとりかかった。山根委員長は 10月 27日K第 1回 11月 23自に第 2聞

のワーキンググループを招集して 54年容の総会Kその成果を報告すべく活動中である。

組織培養用語の整備を組織培養学会がとりあげるKいたったいきさつKついては会員通信35

号が招介している。総会Kさきだって 10月 25日の幹事会では用語整備の具体的な目僚と方

法が検討された。現状で用いられている日米両用語の担盤と分類，整理ならびK注釈K重点を

おくこと，用語使用上の制限や規制を目的とするものでないこと，ならびK委員会を権威者と

若手を含む働きやすい少グループで構成して昭和 54年春の総会までKその活動内容を会員K

公表すること，グループの開催Kついては理化学研究所ライフサイエ yス推進部(会員通信34
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号K招介)の後援を得るとと，陀ついて了解があった。

総会Kおいて藤原幹事長より上自己のような主旨のワーキンググルーフを山根委員長以木山田

正鱒会員，佐藤二郎会員，梅田誠会員，許南治会員，峰村外志援会員をグルァプの構成員とし

て発足させること Kついて提案があったo これに対する質問の中で奥村会員はワーキンググル

ープ構成員の用蹄整備に対する力量不足を指適した。質問K対しワーキYググループがむしろ

将来K股立さるべき栂戚ある用臆委員会へのいわばたたき台を準備するものであるという主旨

の説明がなされた。のち提案は総会の承認を得た。

すでK行なわれた 2回のグループ委員会をへて現在の活動状況は次のようである。日本語K

よって脅かれた組織培農陀関するテキストから約 400隠ほどの用語を収集した。 又英語Kつ

いてもほぼ対応する用踏を収集した。同義語ならびに類踏を分類した。各用語 1つ 1つKつい

てその定義，他の用隠との関係，使用上の問題点を指適し，ほぽ全用語の%までその作業を進

めた。今後の活動の予定として来年まで忙各用隠すべて忙ついて一応の検肘を終った段階て・日

米両隠の対称表，各用陪についての注釈を含む培養用語集の素案を作成し幹事会ならぴK総会

K提出してグルーフを解散することを予定している。

(松村外志強)

s 第 46回研究会の御報告

三宅 端(菱化生科研細胞生物)

日本組織培養学会第 46回研究会は，都下，町田市の三菱化成生命科学研究所K於て，1978

年 10月 26，27自民開催されました。この研究会を世話した者として，ここ忙簡単な御報告

をし，将来，御世話いただく方々の御告考に致したいと思います。

まず一般演題としては応募数 13でしたが，内 1題はその後取消されましたので 12題で

.プログラムを細みました。時間の削り掻りで前回と同様，憤脱 18分，肘綴7分とさせて頂き

ましたが，これはやはり， もう少し時聞をとった方がよかったよう K思います。 γyポジウム

は，組織培養のウエイトが近年特に婚し，且つ今後も憎しつづけるであろう，遺伝学の分野で

の問題と取り組む事とし，遺伝研の黒田行昭氏K相政相手忙なっていただき， 7
0

ログラムを作

りました。その結果，突然変異のしくみに関するもの 3題，遺伝介質の移入，形質発現忙関す

るもの 3臨となりました。これも肘磁まで含めて 1人50分という時間がやや短かったようで

す。私が座長をつとめたものKついても，まだ質問が沢山ありそうで，座長自身の質問もあっ

たのK，時間的K伽駒せざるを得なかった場合もあり，残念K，又心苦しく思いました。しか

し質問や肘倫が多いのは結構な唱もこの傾向は今後も続く事を祈ります。

次K大体の収支報告をし，以後の世話人のi;々の御参考忙したいと思います。

収入

大会重量加興 298，000円

広 告料 260，000円
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支

展 示 料

学会よりの補助

その他

出

抄録 印 刷 費

抄録その他郵送費

会 場 貨

44 5.000円

1 00，000円

7，520円

1.1 1 0.520円

%ノn'!ジクム講師，謝礼，旅費

懇 親 会

休憩室関係

昼食負担分

幹事会費用

事務用品，器材購入費

雑 費

計

1 20.000円

67，150円

4 5.000円

30，000円

334.861円

22.602円

35，81 0円

18.000円

205.210円

8 9，4 36円

968，069円

上記の知くでしたので，残額の 14万円余は，学会K寄付させて頂く事K致しました。今回

の場合は展示の場所をとる事ができた事，又会場貨が割安であった事，アルバイトを庖わなく

て済んだ事等が黒字忙なった主な理由だと思います。ただ，展示Kついて，全コマをうめるとい

いう事を前提とし，申込み願K受付けたため，一部不都合もあったようで，申訳けなく思って

います。今後は，展示する会社の決定方法Kー工夫あってしかるべきだと思います。又，今回

は展示をできるだけ有効に活用しようという意図で，展示室と休憩室を一緒忙してみましたo

たしかK展示室K来られる人秘主多かったようですれマイナス面(股示室が騒がしくて落ち

着けない等〉もあったかもしれません。

大体上記のような形で研究会を終えた次第て・すが，町田と L、う不便な所で開催したにもかか

わらず，約 150人の方々が御参加下さった事K心から感謝致します。会を終えてみると，あ

あもすれば良かった，とうもすれば良かったと思う事が次々と出て来，誠K心苦しく思いますo

最後t'C，貴重な研究の結果を今回発表して下さった憤者の方々，依頼を快諾して下さった

Symposiumの演者の方々，座長の方々， Sympos iumの企画K相験相手となって下さった黒

田行昭氏，および会場の設営，運営K御協力頂いた生命研の諸氏，諸般K心からの謝意を表し

ます。

s書 評 Nutritional Requirements of Cultured Cells" ( ed， 
Katsuta， H.)， Japan Sci， SOC. Press， TOkyo & Univ. 

Park Press， Baltimore， PP・305，1978 
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魁主主蝕

黒田行昭(遺伝研・形質)

本容は，東京大学医科学研究所教侵であった勝田 甫博士(現独協医大教侵〉がお世話され

て 1977年 9月27日医科研蹄堂で開催された国際シンポジウム。 Nutritlonal requ-

irements of mmnmalian cells in tissue culture n の蹄被内容と肘給の記録を，

勝田博士が編集されて 1冊の単行本Kまとめ，このほど出版されたものであるo

このγンポジクムは， 日本組織培接学会第 44回研究会の 2日自の特別行事として企画され，

外国から 5名，園内から 5名の蹄演者のほかに，約 200名の善参加者を得て聞かれたもので，

その充実した蹄憤内容と活発な肘愉の様子はまだ記憶K新しいところである。

現在われわれが培養K使用している EagleのMEMを始め， HamのF12やWaymouthの

MB752/1 ， EvansのNCTC109などの多くの合成培地が，細胞の栄接要求性K対してど

のようK対応し，また細胞がこれらの培地K対してどのように対応するかということは，組織

培養の研究者にとってもっとも基礎的な重要鯨題である。

わが国Kおいて無タンパタ，無リピド培地の開発と，その中で増殖する細胞Kついて永年研

究されてきた勝田博士が，東大のど退官を控えたとの時期K企画された国際シンポジウムのテ

ーマとしては， まこと K機を得たものであった。

当初予定されていた Eagleは都合で出席されなかったが，本容には， Ham， Waymouth， 

Evan s， Sanford などの7メリカKおける此の分野の第 1入者を集め，インドのRanadive

k加えて，わが国からは勝田博士のほかに山田正鱒(東大・薬)，山根鎖(東北大・医・抗

研)，安村奨博(独協医大・微生)，搬正義(川崎医大・突験病週)の緒博士の合成培地開

発K際しての各研究者の考え方や詳しい研究の過程，さらKはその後の新しい発展などKつい

て，シンポジウムで行なわれた実際の鵠演内容ιu:の力作が収録されていて，培養細胞の栄養

要求性Kついての知識を得る上で，現在これ以上のものは望めない。

紙面の関係で，その内容をすべて紹介することはできないが，その大略を述べると，まず，

山根博士は吉田肉腫細胞などの初代培養K使用する無血清培地を開発し，血清の代り K加える

牛血清7ルプミンVが不飽和脂肪酸のキャリヤとして作用すること K注目し，脂肪酸のほか合

成底基性ポリマーを加えること Kよって，アルプミン量を 0.01%tcまで減少できる劫らこれを

用いてヒトのリンパ球の初代培養で，プラストイド形成やイ Y タフエロ Yllの産成が通常の血

清添加の培養Kくらべて数十倍Kも上昇することを見出している。

山田博士は， Eagleのピyチヒッターの小林茂保博士(東ν ・基礎研)のさらKピンチヒッ

ターとして， Eagl eのBMおよびMEMの開発の静しい研究経過を紹介したが，とく K興味深

いのは 1975年の Exp.Ce 1 1 Re s .誌90-95巻K掲載された培養K関する論文で使用さ

れている培地Kついての調査で 184の論文中 Eagleの培地の使用が抜きん出て多く， 112 

( 62 %)の絶対多数を占めたという報告である。

Waymoutbは，多くの合成培地が主として結合組織(繊維芽性)の細胞の培地として開発さ

れてきたのに対して，上皮性細胞の合成培地の開発Kつとめ，とく KホルモY依存性，至適.pH，
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イォ y強度，炭化水素の種類と操度などが，培養する上皮細胞の種類Kよって異なることを見

出し，マクスの肺，肝，蹄などの細胞培養で，イ Yシュリ Yやコーテゾン，デキサメタゾYの

添加， Naパ仁の比の変化プドク糖の代り Kガラクトースの添加などKよって，上皮細胞が

よく増斑し，稲々の生理機能を行なうことを報告しているn

HamlまMckeehanとの共著て・，正常細胞のクローン培養における細胞の栄強要求性をしら

べ， F 10や F12培地開発の過程を述べ，とくに血清の役制K注目して"他の物質て・代用で

きる作用 ML N 代用できない作用 H の2つK分け 11代用できる作用 H を他の既知物質で代

用して血清浪度をへらすことを試み，セ ν=クムや無機微量元素の添加 pHやCO2繊度，海

透庄の調整，塩基性ポリマー(ポリリジン)での培養容器表面の被邸，低温でのトリプシン処

理などによって，ヒト 2倍体細胞や，ニワトリ臨細胞の培養K適するMCDBI05や 202を

開発し，これを用いると牛胎児血清タンパタの量を 25mg/ml(0.05 %血清K相当)まで減

らせることを述べているo

Evansは Sanford との共著で，培養細胞の悪性転換の研究の歴史ともいうべき Earle

一派の 1938年以来の研究を述べ，細胞の悪性転換が細胞自体K自然K起るものか，培養環境

中K存在する因子によるものかと設問し，組成のよく分った合成培地の開発Kつとめた。この

過程で使用されたセロファン践培養や毛細管Kよる単個細胞の分離と培養，血清やニワトリ旺

抽出物の分析などを経て合成培地NCTCシリーズの開発と改良などKついて詳しく述べ，この

ような完全合成培地を用いてもマクスの培盤細胞は 1年以上の後K態性転換が起ることを報告

してL、る。

S anf ordは Parshadおよび Oanttとの共著で，まずNCTC シリーズの治地の開発

の過程を述べ，培養条件下でマクス細胞が染色体異常や感性転換が起し易いれヒト細胞ま比

較的安定なこと K注目して，培獲条件の中の物理化学的要因が異常を起す原因と考え，培養の

際の可視光線と，気相中の酸諜漉度の影響をしらべ，細胞を可視光績から遡折し，酸掠躍度を

1%t'Cすると，染色体異常が減少し， 4 0 0 -4 5 0 DZmの可視光績を与えると，培地中の酸素が

光化学反応を起してH2O2を発生し，細胞の DNAが cross1 inkして染色体異常や思性転換

を務発する。したがって培地中Kカタラーゼやグルタチオンを添加すると異常発生の防趨効果

があり，ヒト細胞はマウス細胞より傷害修復能が強いことを示唆している。

Ranadiveは， B apa tおよびModakとの共著で， ヒトの繍菌の増殖のためKこれまで

ヒトやマクスのマクロファージを宿主細胞として使用されてきたが，ヒトの胎児脊個持糧節細

胞を使用すること Kより培養期間を伸ばすことができ，さらKこの細胞を株化して，そのコン

ディシ g ンド培養液を用いると長期間菌を増殖させることができた。そしてこのコンディシ B

ンド培養液を分析して，摘菌の婚摺を促進する因子と阻害する因子を分雌し，これを用いて嫡

菌の分隊，増殖のための培地の開発を目指していることを報告している。

安村博士は， 77リカミドリザルの腎由来の Vero細胞や，ラット肝由来の Hepro田 317

やHepano-317 細胞を使用して， Eagleが必須とした 13種のアミノ酸の中で，グルタミ
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Y の代り Kグルタミン酸や他の7$.ノ酸で代用できる細胞株や，アルギエンを要求しない細胞

株を取り，それぞれK対応する醇索活性との対応Kついての研究を述べている。

勝田博士は，培養K用いる血清の役割の中で，栄養物として細胞に取り込まれる成分と，細

胞Kある物理化学的な安定性を与える役割とがあること忙注目して，血清の代りに種々の物質

を培地K添加して，少量の血清で細胞を培養できることを見出し，とく tc0.1 %のPVP(ポリ

ピエールピロリドY，分子量70万)は血清の 99.5%を代用できることを発見した。このよ

うな PVPや， ラクトアルプミ Y水解物を含む無タンパタ培地でL細胞を長期間培養し，と

の培地中で増殖できるL・P1や L.p2の細胞株を得たのを始め，ラタトアルプミン水解物

をアミノ酸忙代えた合成培地として DMシリーズの多くの培地を開発した。また，とのような

無タンパタ，無リピド培地K増殖できるヒト，ラット，サル，イヌ，ウ γなどの 20稲の細胞

株を樹立している。

最後tc~ンポジクムでは w to be re ad by t i t le H として開演はきれなかったが，難

波博士は木本哲夫博士との共著で，これまで感性転換の研究K使用してきたマウスやラタト細

胞が染色体が不安定で変りやすいことから，染色体が安定で培養が続けられるチ十イエーズ・

ハムスターの肝細胞の培養を試み，培地Kデキサメタゾンを添加すると，上良性細胞がよく増

殖し，デキサメタゾンを除くと，繊維芽性の細胞が増殖することを見出し，それぞれの細胞株

を樹立した。このよう Kして得られた正常肝の上皮性細胞を使用しての感性転換の研究の可能

性が示唆されている。

なお巻末には，著者名索引や項目索~Iも完備しており，脱者にとっては非常な使宜を与えて

L 、る。

以上のような本書の内容は，培養細胞の栄接要求性を知る上には重要なものであるが，さら

に各著者の論文の後K加えられた肘除が，当時の白熱した肘輪の線子を訪御とさせるもので，

講演内容を補足する上でも大変興味深いものである。ただ，シY ポジウム後K集められた各著

者の原稿内容か実際のシンポジクムの内容と多少異っているため，肘輪と論文の内容に多少の

ずれを生じた部分がある。

いずれにしても，このような立派な内容をもった本がわが国て・出版されたことは，喜しいこ

とであると同時に，編集者勝田博士のご労苦K敬意を表し，できるだけ多くの組織培養の研究

者の鴎読をお推めする。

掠"N u t r i t i 0 n a 1 R e q u i r eme n t S 0 f C u 1 t u r e d C e I 1 s " 

勝因甫縞菊判320P P 6.4 0 0円，全英文 学会出版センター刊

.日本組織培養学会の会員には，特別価格 5.500円(送料込み)でお頒けできること Kなっ

ています。

申し込み先: 日本学会事務センター 113東京都文京区向丘 1-20-6

東大YMCA会館 Te 1 (0 3) 8 1 6 -7 7 5 5 
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住 所 変 更

氏 名 新所属機関名

P 2 五十嵐 彰 上杉・五十嵐産鍋人科医院

P 3 

毒性薬理

P 4 斎藤和子|日本歯科大学糊

口腔細菌学

p7 佐藤温盤|東京医科歯問問

第 2歯科理工学教室

P 10 石川康宏|問僻研鯛

制癌生物部

P 13 山田 拓 郎|関立福セル概肌

P 14 伊沢久夫|北海道大学猷医学部

P17 石河 因子 |生 物科学総合研究機構

生理学研究所

P 21 西鰐1ft子 | 向 上

p22 安藤俊夫|明治薬科大学

同住所・電話

980 :仙台市上杉 5-6-22

仙台(0 2 2 2 ) 6 1 -3 2 3 1 

113 :東京都文京区本郷7-3-1

( 03) 8 1 2-2 1 1 1 内7910 

951 :新潟市浜浦町 1-8 

(0252)67-1500内線5800

113 :東京都文京区湯島 1- 5 -45 

( 0 3 ) 8 1 3 -6 1 1 1肉親581

1 41 :東京都品川区上大崎 3-14-23

( 0 3 ) 4 4 1 -4 1 7 3内線 35

104 :東京都中央区築地 5-1-1

060 :札幌市北区北 18条西9丁目

( 0 J 1 ) 7 1 1 -2 1 1 1内線5215

444 :岡崎市明大寺町字西郷中 38

(0564) 52-9770 

同 上

188 :回無市谷戸町 1-22-1

(0424) 21-0101 

pぉ村団長芳|鹿児 島大学医学部 I 890 :鹿児島市宇宿町 1208-1

第 2解剖降教室 ( 0922 ) 64 -2 211内線2064

P羽田代 真 一 | 国 立京都病院 F勾分断樹 I612 :京都市伏見区深草向畑町 1-1 

疾患センター臨生研究部 (075)641-9161内線528

P39 増 地 広 l桐原病院 708-15 :岡山県久米郡柵原町吉ク原
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出期付I1

-、、

氏 名 新所属機関名 同住所・電話

P39 喜多村 勇 高知医科大学 181-51 :南国市岡豊町小越

( 0888) 66 -5 811 

P 40 永井勝次 関西女子短期大学保健科 582 :柏原市旭ク丘 3ー11ー1

(0729) 11-6561 

s 会員名 簿 の 訂 正

訂 正 ケ 所 鼠 正

P1 住所欄上から 8行目 " H 232 :横浜市南区浦舟町 2-33

Pお氏名欄下から 1行目 。内藤恭久 内藤恭久

P羽住所期上から 2行目 大瓶 0175)45-8811 大津(0115)48-2122 

P43 住所欄下から 4行自 819-56 :大分県 819-56 :大分県大分郡狭間町

大分郡大字東陰 1506 大字東院 1501'

s編集 後記

今回の会員通信では，幹事選挙の投原の記事があります。皆様お忘れなく投県して下さい。

また，用路委員会から皆様の御意見をうかがL、たい旨の記事があります。培接関係の言葉は正

しく使い易いものを我々が卒先して選ぴ使うべきなのセすから，御意見など用跨委員会の方へ奮

ってお寄せ下さL、。

勝目 甫縞 "NutritionalRequirements of Cultured Cells"の書官・を黒田先生K

お願L、、、たしました。学会出版センタの方から，会員l'Cli割引まで頒布するとのことで同封の葉

書を入れました。その中Kやはり割引き出来る書籍も書き入れてあります。これも会員通信とし

ては始めての試みて・，一社のみを優先するようなことになり問題も多いと思われましたが，との

様な企画K対し皆様の御意見などお寄せ下さL、。

向新しい名鯨にもれていた方があり，また賛助会員の方は変更も多かったので，新入会員と共

K別K印刷してあります。名簿K貼ってお使い下さい。

佐藤・梅田の横浜市大の 2人が会員通信係Kなってから 8年忙なりました。この間，加納永一

氏，丸野内線氏を加えて，年 3回コンスタント K通信発行を続けることが出来ました。この度佐

藤氏の東京医科歯科大学への御栄転K伴ぃ，幹事会Kお願いして，佐藤・加納・梅田の 3人が会
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員通信係から手を引くととになり， したがって 4人のコンビでの絹S船主本号が最後になります。

今迄の皆様の御援助K対しと ~K厚く御礼申し上げる次第です。この聞記事を寄せられた先生方

Kは感謝の念で一杯です。

今後，新しいスタッフで漸新な通信が皆保G御手許K届くことを期待すると同時民会員の皆

様の新スタフフへの御助力をお願いする次第です。(u) 
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